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令和 6年 7月第66号

関
連
記
事
は
2
・
3
ペ
ー
ジ

　
5
月
15
日
（
水
）、
福
岡
市
民
福

祉
プ
ラ
ザ
ふ
く
ふ
く
ホ
ー
ル
に
て
、

令
和
6
年
度
中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
総
会
に
は
ご
来
賓
と
し
て
井

口
中
央
区
長
ら
が
出
席
さ
れ
、
85

名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
議
長
に
選
出
さ
れ
た
岡
部

武
信
氏
（
赤
坂
校
区
）
の
進
行
の

も
と
令
和
5
年
度
事
業
報
告
、
決

算
議
案
お
よ
び
令
和
6
年
度
事
業

計
画
、
収
支
予
算
が
審
議
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
退
任
運
営
委
員
、
退
任

単
ク
会
長
、
退
任
校
区
女
性
部
長

へ
の
感
謝
状
や
白
寿
会
員
へ
の
お

祝
い
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
ご
功
績
に
対

し
感
謝
し
、お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 感謝状贈呈の様子感謝状贈呈の様子

今年度事業計画、予算を承認今年度事業計画、予算を承認
令和6年度　中央区老人クラブ連合会総会



第66号　2令和 6年 7月

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
柴
田
　
宏

　
会
長
　
柴
田
　
宏

よ
り
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
で

よ
り
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
で

地
域
貢
献
を
！

地
域
貢
献
を
！

令
和
6
年
度
　
中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
　
会
長
あ
い
さ
つ

　
本
日
は
、お
忙
し
い
中
、

　
本
日
は
、お
忙
し
い
中
、

お
集
ま
り
い
た
だ
き
あ
り

お
集
ま
り
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
お
集
ま
り
の
中
央
区

　
お
集
ま
り
の
中
央
区
6464

の
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
及

の
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
及

び
、
び
、
1313
校
区
・
地
区
の
連

校
区
・
地
区
の
連

合
会
長
、
並
び
に
校
区
女

合
会
長
、
並
び
に
校
区
女

性
部
長
の
皆
さ
ま
方
に

性
部
長
の
皆
さ
ま
方
に

は
、
日
頃
か
ら
老
人
ク
ラ

は
、
日
頃
か
ら
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
活
動
、
運
営

ブ
連
合
会
の
活
動
、
運
営

に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て

に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら

い
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら

感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
昨
年

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
昨
年

度
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

度
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
５
類
へ
の
移
行
も

染
症
の
５
類
へ
の
移
行
も

あ
り
、
５
年
ぶ
り
に
全
て

あ
り
、
５
年
ぶ
り
に
全
て

の
事
業
を
計
画
ど
お
り
実

の
事
業
を
計
画
ど
お
り
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
令
和
６
年
度
も

た
。
こ
の
令
和
６
年
度
も

皆
さ
ま
と
一
緒
に
力
を
合

皆
さ
ま
と
一
緒
に
力
を
合

わ
せ
、
と
も
に
元
気
で
明

わ
せ
、
と
も
に
元
気
で
明

る
く
、
楽
し
い
長
寿
社
会

る
く
、
楽
し
い
長
寿
社
会

を
担
っ
て
い
き
た
い
と
考

を
担
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
今

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
今

日
こ
の
長
寿
社
会
の
中
、

日
こ
の
長
寿
社
会
の
中
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を

め
ざ
す
取
り
組
み
と
と
も

め
ざ
す
取
り
組
み
と
と
も

に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
の
重
要
性
も
増
し
て

推
進
の
重
要
性
も
増
し
て

お
り
、
地
域
に
お
け
る
老

お
り
、
地
域
に
お
け
る
老

人
ク
ラ
ブ
の
役
割
は
、
ま

人
ク
ラ
ブ
の
役
割
は
、
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
社
会

　
し
か
し
な
が
ら
、
社
会

状
況
と
生
活
が
変
化
す
る

状
況
と
生
活
が
変
化
す
る

な
か
、
老
人
ク
ラ
ブ
に

な
か
、
老
人
ク
ラ
ブ
に

と
っ
て
は
、
会
員
の
減
少

と
っ
て
は
、
会
員
の
減
少

や
、
そ
の
ク
ラ
ブ
の
担
い

や
、
そ
の
ク
ラ
ブ
の
担
い

手
不
足
か
ら
、
ク
ラ
ブ
の

手
不
足
か
ら
、
ク
ラ
ブ
の

解
散
（
前
年
度
比
７
ク
ラ

解
散
（
前
年
度
比
７
ク
ラ

ブ
、２
８
２
人
減
）と
い
っ

ブ
、２
８
２
人
減
）と
い
っ

た
大
き
な
課
題
に
も
直
面

た
大
き
な
課
題
に
も
直
面

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
ク
ラ
ブ
に

　
こ
の
た
め
、
ク
ラ
ブ
に

と
り
ま
し
て
は
、
会
長
・

と
り
ま
し
て
は
、
会
長
・

役
員
の
負
担
軽
減
・
分
担

役
員
の
負
担
軽
減
・
分
担

の
見
直
し
、
時
代
に
あ
っ

の
見
直
し
、
時
代
に
あ
っ

た
魅
力
あ
る
活
動
な
ど
、

た
魅
力
あ
る
活
動
な
ど
、

運
営
や
事
業
の
見
直
し
等

運
営
や
事
業
の
見
直
し
等

も
必
要
か
と
考
え
ま
す
。

も
必
要
か
と
考
え
ま
す
。

　
私
た
ち
ク
ラ
ブ
の
目
的

　
私
た
ち
ク
ラ
ブ
の
目
的

は
、
仲
間
づ
く
り
、
健
康

は
、
仲
間
づ
く
り
、
健
康

づ
く
り
と
、
地
域
社
会

づ
く
り
と
、
地
域
社
会

へ
の
貢
献
で
す
。
人
生

へ
の
貢
献
で
す
。
人
生

１
０
０
年
時
代
の
今
日
、

１
０
０
年
時
代
の
今
日
、

皆
さ
ま
や
地
域
か
ら
の
期

皆
さ
ま
や
地
域
か
ら
の
期

待
に
応
え
る
べ
く
、
力
を

待
に
応
え
る
べ
く
、
力
を

合
わ
せ
「
健
康
・
友
愛
・

合
わ
せ
「
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
」
の
三
大
運
動
を
基

奉
仕
」
の
三
大
運
動
を
基

本
に
、
健
康
長
寿
と
心
豊

本
に
、
健
康
長
寿
と
心
豊

か
な
社
会
、
地
域
の
発
展

か
な
社
会
、
地
域
の
発
展

の
た
め
、
よ
り
魅
力
あ
る

の
た
め
、
よ
り
魅
力
あ
る

ク
ラ
ブ
づ
く
り
と
、
さ
ら

ク
ラ
ブ
づ
く
り
と
、
さ
ら

な
る
事
業
の
推
進
に
努
め

な
る
事
業
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
引
き
続
き
、

　

ど
う
か
、
引
き
続
き
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
、
健
康
づ
く
り
と
、
よ

り
、
健
康
づ
く
り
と
、
よ

り
良
い
地
域
社
会
づ
く
り

り
良
い
地
域
社
会
づ
く
り

の
た
め
、
引
き
続
き
、
皆

の
た
め
、
引
き
続
き
、
皆

さ
ま
の
お
力
添
え
を
よ
ろ

さ
ま
の
お
力
添
え
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま

し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
す
。

　
終
わ
り
に
、
感
謝
状
を

　
終
わ
り
に
、
感
謝
状
を

お
贈
り
す
る
退
任
さ
れ
ま

お
贈
り
す
る
退
任
さ
れ
ま

し
た
役
員
、
単
位
ク
ラ
ブ

し
た
役
員
、
単
位
ク
ラ
ブ

会
長
、
校
区
女
性
部
長
さ

会
長
、
校
区
女
性
部
長
さ

ま
に
、
今
ま
で
の
ご
貢
献

ま
に
、
今
ま
で
の
ご
貢
献

に
感
謝
し
、
ま
た
白
寿
を

に
感
謝
し
、
ま
た
白
寿
を

お
迎
え
に
な
る
会
員
の
方

お
迎
え
に
な
る
会
員
の
方

に
お
祝
い
を
申
し
あ
げ
る

に
お
祝
い
を
申
し
あ
げ
る

と
と
も
に
、
皆
さ
ま
方
の

と
と
も
に
、
皆
さ
ま
方
の

ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
祈

ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
祈

念
い
た
し
す
。

念
い
た
し
す
。
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役職名 氏　名 校区・地区
会　長 柴田 　　宏 警　固

副会長
松井 　正博 春　吉

小野満智子☆ 草ヶ江

会　計 小堀 　康治 草ヶ江

監　事
髙窪惠美子☆ 舞　鶴

片岡 　潤治 小　笹

運営委員

堀　由紀子☆ 大　名

木内 　潤子 簀　子

岡部 　武信 赤　坂

森 　カズ子 福　浜

鶴田 　勇夫 当　仁

佐藤 　　光 南当仁

相 　　正和 平　尾

白幡 　　擴 笹　丘

令和 6 年度令和 6 年度
役員・運営委員役員・運営委員

令和 6 年度 令和 6 年度 
校区校区・・地区女性部長地区女性部長

役職名 氏　名 校区・地区
部会長 小野満智子☆ 草ヶ江

副部会長 森　カズ子☆ 福　浜

校区・地区

女性部長

新飼　和江☆ 大　名

金子眞理子☆ 舞　鶴

木内　潤子※ 簀　子

赤萩　早苗☆ 春　吉

矢野美代子 警　固

原口　浩子 赤　坂

中村万喜子 福　浜

松本　光子※ 当　仁

小金丸洋子 南当仁

清武　洋子 平　尾

大野　節子※ 笹　丘

篠原　啓子※ 小　笹

令和６年度　事業計画

　中央区老人クラブ連合会は、「健康・友愛・奉仕」の全国三大運動を　中央区老人クラブ連合会は、「健康・友愛・奉仕」の全国三大運動を
基本に、仲間づくりを通して、生きがいと健康づくり、生活を豊かにす基本に、仲間づくりを通して、生きがいと健康づくり、生活を豊かにす
る活動を行うとともに、会員自らが、地域社会の支え手の一員として、る活動を行うとともに、会員自らが、地域社会の支え手の一員として、
これまで培ってきた豊かな経験、知識を活かして地域社会に貢献する。これまで培ってきた豊かな経験、知識を活かして地域社会に貢献する。
あわせて、魅力ある楽しい老人クラブを目指して、各種事業の推進や組あわせて、魅力ある楽しい老人クラブを目指して、各種事業の推進や組
織の活性化、新会員の加入促進に努め、豊かで活力ある長寿社会の実現織の活性化、新会員の加入促進に努め、豊かで活力ある長寿社会の実現
に向けて活動を推進する。に向けて活動を推進する。

１.�生きがい、健康づくり、仲間づくりの推進１.�生きがい、健康づくり、仲間づくりの推進

２.�地域の支え手の一員としての友愛活動、社会奉仕活動の推進２.�地域の支え手の一員としての友愛活動、社会奉仕活動の推進

３.�３.�老人クラブの活動強化と魅力あるクラブづくり、地域諸団体との連携老人クラブの活動強化と魅力あるクラブづくり、地域諸団体との連携

４.４. 各種研修会の開催、研修会、大会への参加促進各種研修会の開催、研修会、大会への参加促進

運営方針

総会にて感謝状が総会にて感謝状が
贈呈されました！贈呈されました！

令和 6 年度 表彰者等一覧令和 6 年度 表彰者等一覧 敬称略敬称略

※＝単位クラブ会長を兼任
☆＝令和 6 年度新任

総会の様子総会の様子

◆退任校区女性部長 岩下 リヨ子（大　名校区）
岡田　 幸子（舞　鶴校区）

◆白寿お祝い状 伊藤　 康彦（草ヶ江校区）
本徳 ユキヱ（当　仁校区）
今村　 年香（小　笹校区）

◆退任役員
地区連合会長 三原　 哲彦（大　名校区）

小野　 文憲（舞　鶴校区）

《中央区老人クラブ連合会 感謝状等》

◆退任単位クラブ会長 舞　鶴校区　第三松寿会　　髙窪惠美子

警　固校区　今泉倶楽部　　渡邉 　洋一

警　固校区　萬   寿   会　　明石　國治

当　仁校区　第一仁寿会　　菊地　武司

当　仁校区　第三仁寿会　　鶴田　勇夫

笹　丘校区　明   鏡   会　　白水　正人

笹　丘校区　笹   三   会　　龍　　克寿

《福岡市老人クラブ連合会 表彰》
◆老人クラブ育成功労者表彰（市老連役員）

春　吉校区　第七老壮会　　柿木　昌信
草ヶ江校区   第一草寿会　　藤吉　孝子
草ヶ江校区   第七草寿会　　原田モト子
当　仁校区　第二仁寿会　　松本　光子
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※生きがいと健康づくり、友愛訪問、老人いこいの家消耗品補充業務は随時

実施月日 行事名 場　所（予定） 摘　要

10

3 木
グラウンド・ゴルフ大会

（予備日 10 月 4 日）
平和台陸上競技場

8～
14

火〜
月

（市）高齢者美術展
（搬入、展示 10 月 7 日）

福岡市美術館

18～
22

金～
火

ねんりんピック鳥取大会 鳥取県

25 金
10月期運営委員会
活性化対策委員会

大名公民館

31 木 女性リーダー研修会（視察研修） 未定 単ク女性部長

11

7 木
（市）グラウンド・ゴルフ
大会（予備日 11 月 8 日）

平和台球技場

14 木
高齢者健康スポーツ大会

（ウォーキング）予定
大濠公園

15 金 （市）総務部会⑤ 市民福祉プラザ
20 ～
21

水～
木

全国老人クラブ大会 神奈川 区老連会長

27 水 11 月期運営委員会 大名公民館

29 金 （市）理事会⑤ 市民福祉プラザ

12

3 火 （市）体育部会② 市民福祉プラザ

5 木 高齢者ソフトダーツ大会 中央体育館

10 火 （市）女性部研修会 市民福祉プラザ

18 水
12 月期運営委員会
高齢者作品展実行委員会

大名公民館

1

15 ～
19

水～
日

高齢者作品展
（搬入 14 日、搬出 19 日）

市美術館

22 水
1 月期運営委員会
活性化対策委員会

大名公民館

24 金
（市）老人クラブリーダー
養成研修会

市民福祉プラザ

31 金 （市）ソフトダーツ大会 市民体育館

2

6 木 単位クラブ会長研修（視察） 未定 単ク会長

7 金 （市）伝承社会奉仕部会② 市民福祉プラザ

12 水 （市）総務部会⑥ 市民福祉プラザ

21 金 （市）理事会⑥ 市民福祉プラザ

26 水 2 月期運営委員会 大名公民館

3

4 火 友愛訪問事業説明会 市民福祉プラザホール
友愛訪問班長
（単ク会長）

6 木
（市）総務部会⑦
高齢者農園委員会②

市民福祉プラザ

14 金 （市）理事会⑦ 市民福祉プラザ

19 水
3 月期運営委員会
活性化対策委員会

大名公民館

※「中央区老ク連だより」の発刊（令和 6年 7月および令和 7年 1月予定）
※�各種事業については、会場の都合や天候不順により、開催場所や日時を
　変更することがあります。

実施月日 行事名 場　所（予定） 摘　要

４

5 金 令和 5 年度会計監査 あいれふ

10 水 （市）会計監査 市民福祉プラザ

15 月
（市）総務部会①
高齢者農園委員会①

市民福祉プラザ

18 木 広報部会 区老連事務局

22 月 （市）理事会① 市民福祉プラザ

24 水 4 月期運営委員会 大名公民館 毎月第 4 水曜を基本

5

15 水 通常総会 市民福祉プラザホール
単ク会長

校区女性部長
22 水 5 月期運営委員会 大名公民館

23 木
（市）通常総会 
（市）総務部会②、理事会②

市民会館

28 火 （市）広報部会 市民福祉プラザ

29 水 新任会長、新任女性部長研修 市民福祉プラザ
新任単ク会長
校区女性部長

31 金 教養文化部会 大名公民館

6

4 火 （市）教養文化部会① 市民福祉プラザ

6 木 囲碁 ･ 将棋大会 市民福祉プラザ

11 火 （市）女性部会①　　　 市民福祉プラザ

13 木 （市）総務部会③ 市民福祉プラザ

18 火 女性部会 大名公民館 校区女性部長

25 火 （市）伝承社会奉仕部会① 市民福祉プラザ

26 水
6 月期運営委員会
活性化対策委員会

大名公民館

28 金 （市）理事会③ 市民福祉プラザ

28 金 （市）体育部会① 市民福祉プラザ

7

1 月 伝承社会奉仕部会 区老連事務局

3 水 体育部会 大名公民館
４～
５

木～
金

九州ブロック老人クラブ
リーダー研修会

大分県

11 木
高齢者演芸大会

（リハーサル 7 月 10 日）
市民センターホール

運営委員
校区女性部長

11 木 女性部活性化対策委員会 市民センター

24 水 7月期運営委員会 大名公民館

26 金 （市）囲碁・将棋大会 市民福祉プラザ

8

9 金 （市）総務部会④ 市民福祉プラザ

16 金 （市）理事会④ 市民福祉プラザ

26 月 福岡市高齢者保健福祉大会 市民会館

28 水
8 月期運営委員会
活性化対策委員会

大名公民館

9

5 木 広報部会 区老連事務局

12 木
リーダー研修会

（講演講師　矢野大和さん）
市民福祉プラザホール

単ク会長
校区女性部長

13 金 （市）女性部会② 市民福祉プラザ

19 木 （市）教養文化部会② 市民福祉プラザ

20 金 全国一斉社会奉仕の日 各校区・地区

25 水 （市）健康づくりリーダー研修会 市民福祉プラザ

26 木 運営委員会 ･ 健康料理教室 市民福祉プラザ
運営委員

校区女性部長
27 金 （市）広報部会② 市民福祉プラザ

令和6年度　月別事業予定表
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大 会 結 果（カウント・アップの部）

【敬称略】

Ａコート
優　勝 田久世 勝子 小　笹
準優勝 水沼　　 平 舞　鶴
第 3 位 古賀　 康子 赤　坂

Ｂコート
優　勝 上野　　 司 大　名
準優勝 江崎　 政明 小　笹
第 3 位 小河　 清秀 春　吉

　
令
和
5
年
12
月
6
日
（
水
）、
第
14

回
中
央
区
高
齢
者
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大

会
を
中
央
体
育
館
に
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
大
会
は
、
１
２
７
名
が
参
加

し
、
カ
ウ
ン
ト
・
ア
ッ
プ
方
式
と
ア
ン

ダ
ー
・
ザ
・
ハ
ッ
ト
方
式
の
2
種
目
で

競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
競
い
合
い
、
各
々
が
思
う
存

分
腕
を
発
揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

今
回
の
大
会
の
カ
ウ
ン
ト
・
ア
ッ
プ
方

式
成
績
上
位
者
15
名
が
福
岡
市
老
連

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会
へ
出
場
し
ま
し

た
。 ダ

ー
ツ
で
楽
し
く
健
康
づ
く
り

第15回高齢者健康スポーツ大会
（大濠公園ウォーキング）

令和5年度

　

令
和
5
年
11
月
14
日

（
火
）、
大
濠
公
園
に
て

１
９
５
名
参
加
の
も
と
、

第
15
回
高
齢
者
健
康
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

朝
方
の
冷
え
込
み
か

ら
一
転
、
暖
か
な
日
射

し
の
中
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
全
員
が
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
気

軽
に
参
加
で
き
る
事
業

と
し
て
多
く
の
方
の
申

し
込
み
が
あ
り
、
皆
さ

ん
健
康
づ
く
り
に
励
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
開
会
式
で
の
岡

部
会
長
（
赤
坂
校
区
）

に
よ
る
大
濠
公
園
今
昔

物
語
も
好
評
で
し
た
。

令和5年度　中央区ソフトダーツ大会

福浜校区　福寿会の皆さま福浜校区　福寿会の皆さま

狙いを定めて！狙いを定めて！

大濠公園くじら公園に集合大濠公園くじら公園に集合



第66号　6令和 6年 7月

　

3
月
5
日
（
火
）、
友
愛

訪
問
事
業
説
明
会
を
86
名
参

加
の
も
と
市
民
福
祉
プ
ラ
ザ

ふ
く
ふ
く
ホ
ー
ル
に
て
三
原

会
長
（
大
名
）
の
司
会
の
も

と
開
催
し
ま
し
た
。

友愛訪問事業説明会令和5年度

高宮校区の事例発表高宮校区の事例発表

　
福
岡
県
警
察
中
央
察
署
生

活
安
全
課
に
よ
る
「
ニ
セ
電

話
等
詐
欺
防
止
に
つ
い
て

（
高
齢
者
の
安
全
対
策
）」
講

話
に
続
き
、
活
動
紹
介
と
し

て
高
宮
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
大
坪
由
枝
さ
ん
が

「
認
知
症
の
夫
と
家
族
と

の
絆
」
と
題
し
発
表
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
友
愛
訪
問
事

業
の
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
最
後
に
中
央

区
福
祉
・
介
護
保
険
課
の

今
林
課
長
と
飯
田
さ
ん
が

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
福
岡
市

補
助
金
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

　
「
こ
ん
に
ち
は
」「
久
し

ぶ
り
・
元
気
で
し
た
か
」
お

互
い
に
声
掛
け
合
い
、
令
和

５
年
度
は
微
妙
に
残
る
コ

ロ
ナ
の
影
響
を
気
に
し
な

が
ら
恒
例
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
実
施
。
今
年
度
は
や
っ

と
落
ち
着
い
て
ほ
っ
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
天
候
に
関
係

な
く
、
参
加
者
の
熱
意
に
押

さ
れ
て
、
四
季
の
花
め
ぐ

り
動
植
物
園
・
山
笠
・
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
芸
術
作
品

の
鑑
賞
等
、
年
間
13
回
（
令

和
５
年
度
は
14
回
）、
毎
月

変
化
に
富
ん
だ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

通
常
は
老
壮
会
の
メ
ン

に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
体
の
衰

え
は
足
・
腰
か
ら
!!
、
高

齢
に
な
る
ほ
ど
筋
力
の
衰

え
を
感
じ
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

む
た
め
、
日
頃
か
ら
、
転
倒

に
注
意
し
な
が
ら
、
意
識
し

て
筋
力
を
鍛
え
、
無
理
せ
ず

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
公
民
館
・
自
治
協
関
係
団

体
の
暖
か
い
支
援
と
会
員

仲
間
と
の
支
え
合
い
・
助

け
合
い
、
参
加
者
の
要
望

も
全
面
的
に
受
け
入
れ
な

が
ら
健
康
づ
く
り
に
励
ん

で
い
ま
す
。
さ
あ
ご
一
緒

に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
せ

ん
か
。

郡嶋　郁子様は令和 6 年 5 月 14 日郡嶋　郁子様は令和 6 年 5 月 14 日
に急逝なさいました。に急逝なさいました。
長年のご功績に対し感謝いたします長年のご功績に対し感謝いたします
とともに、謹んでご冥福をお祈りいとともに、謹んでご冥福をお祈りい
たします。たします。

活動紹介活動紹介

バ
ー
が
約
80
％
以
上
・
小

学
生
親
子
そ
の
他
で
、
25

〜
30
名
前
後
が
集
ま
り
ま

す
。
毎
回
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
誘
導
担
当
の
交
通
安

全
推
進
員
さ
ん
や
看
護
師
・

介
護
士
資
格
保
有
の
メ
ン

バ
ー
も
老
壮
会
員
な
の
で
、

と
て
も
心
強
い
で
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
が
結

成
さ
れ
て
18
年
目
を
迎
え
、

設
立
当
初
か
ら
頑
張
っ
て

い
る
方
や
、
新
し
く
校
区
内

外
か
ら
の
参
加
者
が
入
れ

替
わ
り
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍

の
間
も
休
む
こ
と
な
く
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
参
加
人
数
も

徐
々
に
回
復
、
暑
さ・寒
さ・

雨
に
も
め
げ
ず
、
に
ぎ
や
か

中央区福祉・健康保険課による説明中央区福祉・健康保険課による説明

中央警察署による講話中央警察署による講話

大坪由枝さん活動紹介大坪由枝さん活動紹介

春吉
第
９
老
壮
会

前
会
長　

故  

郡
嶋　

郁
子

楽
し
く
・
元
気
に
！

楽
し
く
・
元
気
に
！

レ
ッ
ツ
ゴ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
！

レ
ッ
ツ
ゴ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
！

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
前
副
会
長

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
前
副
会
長
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笹丘
梅
光
園
白
梅
会会

長　

榊　

留
夫

　

ま
ず
、
ア
ー
ベ
イ
ン
ル
ネ

ス
梅
光
園
団
地
近
隣
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。
団
地
東
側
に

は
、
旧
国
鉄
線
路
跡
地
か
ら

六
本
松
・
笹
丘
地
域
約
１
キロ

に
緑
道
が
整
備
さ
れ
、
今
は

皆
さ
ん
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー

ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
春
か

ら
は
梅
の
花
、
つ
つ
じ
、
新

緑
と
爽
や
か
な
散
歩
道
と
な

り
、
皆
さ
ん
の
楽
し
み
の
場

で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
マ

ン
シ
ョ
ン
が
建
つ
両
側
に
は

約
１
５
０
ｍ
に
わ
た
り
有
名

な
桜
並
木
が
あ
る
な
ど
、
非

常
に
環
境
の
良
い
と
こ
ろ
で

す
。

　
次
に
老
人
会
の
活
動
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　
私
が
白
梅
会
の
会
長
を
引

き
受
け
た
の
は
平
成
28
年
、

当
時
の
会
員
は
42
名
で
し
た
。

年
間
行
事
は
秋
に
は
み
か
ん

狩
り
、
リ
ン
ゴ
狩
り
、
ぶ

ど
う
狩
り
。
３
月
に
は
柳

川
ひ
な
祭
り
さ
げ
も
ん
め

ぐ
り
と
古
賀
政
男
記
念
館

見
学
。
さ
ら
に
は
高
齢
者

の
関
心
が
高
い
終
活
に
つ

い
て
の
講
話
、
室
内
で
の
事

業
で
は
恒
例
の
料
理
教
室
、

年
度
の
会
員
数
は
34
名
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
の
加
入
者

は
80
歳
以
上
が
半
数
を
占
め
、

屋
外
行
事
は
難
し
く
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
５
年
度
の
総

会
を
始
め
と
す
る
年
間
行
事

は
定
例
会
、
サ
ロ
ン
、
健
康

体
操
、
お
手
玉
、
ダ
ー
ツ
、

数
計
算
等
の
脳
活
性
化
、
カ

ラ
オ
ケ
教
室
で
す
。
大
き
い

声
を
だ
す
こ
と
は
健
康
を
保

つ
秘
訣
で
も
あ
り
ま
す
。
笑

う
こ
と
も
大
事
で
す
。　

　

年
に
３
回
、
６
・
10
・
２

月
に
中
央
区
地
域
保
健
福
祉

課
に
お
願
い
し
て
お
口
健
康

講
話
と
高
齢
者
食
事
講
話
、

高
齢
者
ら
く
ら
く
体
操
・
血

圧
測
定
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
は
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏

と
、
会
員
に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ

カ
演
奏
と
忘
年
会
を
。
３
月

に
は
梅
光
園
３
町
内
協
賛
に

よ
り
桜
祭
り
が
あ
り
演
舞
を

見
な
が
ら
食
事
会
も
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
会
話
に
も

花
が
咲
き
ま
す
。

　
私
の
願
い
は
会
員
の
皆
さ

ん
が
健
康
で
毎
日
を
楽
し
く

暮
ら
せ
る
こ
と
で
す
。
相
互

に
助
け
合
い
、
近
く
に
気
軽

に
会
話
で
き
る
相
手
が
い
る

こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
高
齢
者
を

ね
ら
う
詐
欺
等
に
も
要
注
意

で
す
。

そ
し
て
焼
き
そ
ば
会
と
ぜ
ん

ざ
い
会
。
運
動
会
で
は
仮
装

行
列
に
参
加
し
ま
し
た
。
年

度
末
に
は
近
場
で
花
見
、
料

亭
で
の
忘
年
会
と
、
楽
し
い

年
間
行
事
で
し
た
。

　
令
和
２
年
に
コ
ロ
ナ
禍
で

全
て
の
活
動
が
で
き
ず
、
マ

ス
ク
生
活
に
変
わ
り
活
動
も

で
き
ず
、
こ
の
３
年
間
で
ク

ラ
ブ
活
動
は
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
令
和
５
年
に
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
位
置
づ
け
が
５

類
に
移
行
し
、
少
し
ず
つ
活

動
を
再
開
し
ま
し
た
が
、
５

毎
日
、
健
康
で
楽
し
い
日
々
を

毎
日
、
健
康
で
楽
し
い
日
々
を

血圧測定を開催血圧測定を開催

バイオリン演奏バイオリン演奏

活発な老人会活発な老人会

南
当
仁

第九功寿会

会長　本山　かつ枝

　
南
当
仁
校
区
の
第
九
功
寿

会
の
会
長
を
引
き
受
け
て
、

あ
っ
と
い
う
間
に
1
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
最
初
は
前
会

長
か
ら
月
1
回
の
会
議
に
参

加
す
る
だ
け
で
い
い
か
ら
と

の
ふ
れ
こ
み
だ
っ
た
の
で
す

が
…
と
こ
ろ
が
次
か
ら
次
に

い
ろ
い
ろ
な
企
画
が
目
白
押

し
の
状
態
で
結
構
、
忙
し
い

１
年
で
し
た
。

　
な
か
で
も
年
4
回
の
バ
ス

ハ
イ
ク
は
参
加
者
も
多
く
日

頃
、
町
内
で
は
あ
ま
り
外
で

見
か
け
な
い
お
年
寄
り
が
、

集
合
場
所
に
早
く
か
ら
次
か

ら
次
に
来
ら
れ
る
の
に
は

び
っ
く
り
で
し
た
。
行
先
も

大
体
定
例
化
し
て
る
の
で
す

が
必
ず
、
先
々
で
道
の
駅
で

お
買
物
を
す
る
の
が
楽
し
み

の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
み
た
い

で
す
。

　
あ
と
は
初
め
て
開
催
し
た

健
康
フ
ェ
ア
で
し
た
が
、
ほ

ん
と
に
日
頃
測
る
こ
と
の
な

い
血
管
、
肌
、
骨
量
を
測
定

し
て
も
ら
っ
て
今
後
の
参
考

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？　
皆
さ
ん
元
気

に
帰
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

　
大
変
だ
っ
た
の
が
、
久
し

振
り
に
開
催
さ
れ
た
南
当
仁

小
学
校
の
１
年
生
と
の
昔

遊
び
の
活
動
で
す
。
担
当

が
、
だ
る
ま
落
し
と
け
ん
玉

だ
っ
た
の
で
す
が
、
子
ど
も

た
ち
は
当
然
、
私
た
ち
が
し

て
み
せ
て
く
れ
る
と
思
っ
て

回
り
を
取
り
囲
ん
で
る
の
で

す
が
、
で
き
る
は
ず
も
な
く

け
ん
玉
に
至
っ
て
は
、
か
ら

ま
っ
た
糸
を
ほ
ど
く
こ
と
で

時
間
経
過
と
な
り
最
悪
の
状

態
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
月
１
回
の
清
掃
も
最

初
は
な
か
な
か
参
加
で
き
ず

申
し
訳
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
最
近
は
や
っ
と
慣
れ
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
１
年
で
私
の
受
け
持

ち
の
第
九
功
寿
会
の
方
た
ち

に
は
お
会
い
し
て
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す

が
、
皆
さ
ん
こ
こ
ろ
よ
く
接

し
て
く
だ
さ
る
の
で
本
当
に

助
か
っ
て
ま
す
。
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「
近
頃
同
じ
地
域
に
住
ん

で
い
な
が
ら
区
や
組
が
違

う
だ
け
で
顔
も
知
ら
ん
人

が
多
か
ね
、
何
か
あ
っ
た

時
困
る
よ
ね
」
と
の
声
を

耳
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

阪
神
大
震
災
で
も
、
日

頃
よ
り
町
内
で
声
を
か
け

あ
っ
て
い
た
地
域
は
被
害

が
少
な
く
復
興
も
早
か
っ

た
と
云
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
警
固
断
層
」
の
上
で
生
活

す
る
私
た
ち
で
す
。
や
さ

し
さ
や
思
い
や
り
の
あ
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
、
こ

れ
か
ら
も
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
警
固
３
丁
目
に

お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
の
「
ま

ず
は
初
顔
合
わ
せ
を
」
と

6
人
の
自
治
会
長
を
中
心

に
話
し
合
い
を
し
、
お
に

ぎ
り
と
豚
汁
を
準
備
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。（
米
10

㎏
、
豚
汁
平
釜
一
鍋
）

　
第
1
回(

平
成
８
年)

98

名
の
参
加
で
し
た
。
だ
ん

だ
ん
盛
り
あ
が
り
、
平
成

11
年
か
ら
は
ち
ら
し
ず
し
、

お
吸
物
、
酒
の
肴
等
…
作

業
を
分
担
し
作
り
ま
し
た
。

　

桜
の
時
期
の

恒
例
行
事
で
す
。

　

残
念
な
こ
と

に
、
コ
ロ
ナ
が
発

生
し
、
や
む
な
く

で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。

　
終
息
し
、
ま
た

始
め
た
い
気
持

ち
は
い
っ
ぱ
い

で
す
が
皆
、
年
を

取
り
ま
し
た
。

　

若
い
方
に
引

き
継
い
で
い
か

ね
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

警固
第
一
百
寿
会

柴
田　

敏
子

防
災
訓
練
を
兼
ね
た
親
睦
会

防
災
訓
練
を
兼
ね
た
親
睦
会

やさしさや思いやりのある地域づくりへやさしさや思いやりのある地域づくりへ

随  想随  想私が水彩画を始めたのは私が水彩画を始めたのは

赤
坂

赤坂一丁目シニア倶楽部

平田　久雄

　

22
年
前
（
62
歳
）
脳
内

出
血
で
、
右
半
身
麻
痺
と

な
り
、
利
き
手
で
あ
る
右

手
が
使
え
な
く
な
り
、
や

む
な
く
左
手
の
リ
ハ
ビ
リ

を
兼
ね
て
水
彩
画
を
や
り

始
め
ま
し
た
。
今
ま
で
絵

を
描
く
と
い
う
こ
と
も
な

く
、
突
然
の
思
い
付
き
で

し
た
。
や
り
始
め
は
小
さ

な
孫
の
方
が
上
手
で
、
利

き
手
の
大
切
さ
を
改
め
て

知
り
ま
し
た
。

　

何
年
か
過
ぎ
た
時
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送
局
が
障
害

者
の
絵
を
募
集
、
こ
れ
を

元
に
フ
ラ
ッ
グ
を
作
り
大

濠
公
園
の
遊
歩
道
に
あ
る
、

フ
ラ
ッ
グ
取
り
付
け
ポ
ー

ル
に
付
け
展
示
す
る
企
画

が
あ
り
、
駄
目
か
と
思
い
つ

つ
応
募
し
ま
し
た
が
、
採

用
さ
れ
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
こ
の
時
の
絵
を
見
れ
ば

決
し
て
上
手
な
絵
と
は
思

え
ま
せ
ん
が
、
私
に
と
っ

て
は
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
会
長
の
勧
め
も
あ
り
年

2
回
出
展
し
て
お
り
ま
す
。

私
と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
絵

で
は
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
先
も
、
も

う
少
し
頑
張
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

絵
に
は
上
手
・
下
手
は

余
り
考
え
な
く
て
も
良
い

か
と
思
い
ま
す
。
人
そ
れ

ぞ
れ
の
描
き
方
が
あ
る
と

思
い
ま
す
し
、
そ
れ
よ
り

も
、
絵
を
描
く
こ
と
に
よ

り
楽
し
い
時
間
を
持
つ
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
が

一
番
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

自
由
に
楽
し
く
思
い
の

ま
ま
に
、
絵
を
描
か
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
機

会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是

非
と
も
、
出
展
に
も
挑
戦

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

孫とコスモス園へ孫とコスモス園へ
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舞
鶴

第一松寿会

河東　佑子

　

私
に
は
、
持
病
が
あ
り
、

健
康
な
人
よ
り
、
寿
命
は
、

10
年
短
い
そ
う
で
す
。
日

本
女
性
の
平
均
寿
命
は
87

歳
で
す
か
ら
、
私
は
77
歳

で
死
ん
で
い
る
は
ず
で

す
。
85
歳
に
し
て
、
未
だ

元
気
に
自
立
し
て
暮
ら
し

て
い
る
の
に
は
、
い
く
つ

か
の
ラ
ッ
キ
ー
な
チ
ャ
ン

ス
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
、
公
民
館
で

卓
球
が
で
き
た
こ
と
で

す
。
52
年
前
、
仕
事
を
辞

め
た
年
、
誘
わ
れ
て
公
民

館
を
訪
れ
、
そ
の
足
で
入

部
し
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
主
婦
が
ピ
ン

ポ
ン
遊
び
な
ん
て
不
謹
慎

だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
姑
や
、
義
妹
に
隠
れ

て
、
こ
っ
そ
り
裏
口
か
ら

出
か
け
た
も
の
で
す
。　

　

舞
鶴
公
民
館
が
主
婦
卓

球
ク
ラ
ブ
の
発
祥
の
地
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
練

習
場
所
を
最
初
に
提
供
し

て
く
れ
た
舞
鶴
公
民
館
長

　

こ
れ
は
転
勤
で
宮
崎
県

に
勤
務
し
て
い
た
時
の
こ

と
で
す
。
私
は
若
い
頃
か

ら
山
登
り
が
好
き
で
、
そ

の
時
の
体
験
談
で
す
。

　

山
に
入
れ
ば
山
独
特
の

ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
が

心
地
よ
く
、
山
道
に
は
小

は
、
開
け
た
考
え
の
持
ち

主
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

一
校
区
一
公
民
館
を
作
ら

れ
た
市
長
さ
ん
も
素
晴
ら

し
い
。

　

そ
の
舞
鶴
公
民
館
卓
球

ク
ラ
ブ
の
先
輩
た
ち
の
お

陰
で
、
各
地
の
公
民
館
に

ク
ラ
ブ
が
で
き
、
福
岡
市

主
婦
卓
球
愛
好
会
が
で
き

ま
し
た
。
家
庭
の
主
婦
を

家
か
ら
解
放
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
を
も
楽
し
め
る

よ
う
に
と
の
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
年
2
回
の
公
民
館
対

抗
の
試
合
を
行
い
、
当
日

は
、
子
ど
も
係
が
い
て
、

子
ど
も
も
同
伴
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

福
岡
方
式
と
呼
ば
れ
、
文

部
大
臣
表
彰
も
受
け
ま
し

た
。

　

今
は
、
男
性
も
た
く
さ

ん
参
加
す
る
公
民
館
ク
ラ

ブ
で
す
。
主
婦
も
家
人
に

気
兼
ね
な
く
、
堂
々
と
家

を
出
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
働
く
人
の
た
め
の
夜

の
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
。

　

福
岡
市
だ
け
で
な
く
、

日
本
中
で
、
卓
球
が
盛
ん

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
の
平
均
寿
命
87
歳

は
世
界
一
長
い
の
で
す
。

死
ん
で
い
て
お
か
し
く
な

い
私
の
よ
う
な
女
性
が
、

寿
命
を
延
ば
せ
た
の
は
、

平
和
が
続
き
、
公
民
館
を

作
り
、
市
民
の
活
動
の
場

に
し
た
先
達
の
功
績
だ
と

思
い
ま
す
。

　

ガ
ザ
や
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
は
、
卓
球
ど
こ
ろ
か
、

生
き
る
こ
と
に
精
い
っ
ぱ

い
で
す
。
ド
ロ
ー
ン
で
、

ガ
ザ
の
子
ど
も
た
ち
に
食

べ
物
を
運
ん
で
や
り
た
い

と
切
に
思
い
ま
す
。
平
和

で
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
ス

ポ
ー
ツ
も
楽
し
め
ま
せ

ん
。

　

世
界
で
活
躍
す
る
日
本

人
の
卓
球
選
手
た
ち
が
、

続
出
し
て
い
ま
す
。
彼
ら

が
、
ず
っ
と
活
躍
で
き
る

世
界
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

小笹
第
一
小
笹
平
和
会

谷
口　

修
一

登
山
で
の
ひ
と
こ
ま

登
山
で
の
ひ
と
こ
まさ

な
花
々
が
、
林
の
奥
か

ら
は
せ
せ
ら
ぎ
の
音
、
頭

上
か
ら
は
小
鳥
の
さ
え
ず

り
、
そ
び
え
る
木
々
か
ら

は
木
漏
れ
日
…
。

　

こ
の
よ
う
な
感
触
に
浸

り
な
が
ら
休
憩
し
て
い

る
と
、
上
の
方
か
ら
「
パ

サ
ッ
パ
サ
ッ
」
と
何
か
が

近
寄
っ
て
く
る
気
配
が
し

ま
し
た
。
暫
く
す
る
と
そ

の
音
が
「
バ
サ
バ
サ
」
と

迫
力
の
あ
る
音
に
な
り
、

5
～
6
メ
ー
ト
ル
の
所
に

大
き
な
黒
光
り
し
た
３
頭

の
子
連
れ
猪
が
い
ま
し

た
。
び
っ
く
り
し
た
私
は

両
手
を
大
き
く
広
げ
大
声

で
「
コ
ラ
ッ
！
」
と
叫
ぶ

と
同
時
に
、
手
製
の
木
刀

で
力
い
っ
ぱ
い
赤
松
を
た

た
き
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
こ
の
音
が
意

外
と
大
き
く
山
林
に
と
ど

ろ
き
わ
た
り
、
猪
は
う
り

坊
を
囲
む
よ
う
に
し
て
赤

松
林
の
奥
へ
と
姿
を
消
し

ま
し
た
。
走
り
去
る
光
景

に
ホ
ッ
と
胸
を
撫
で
お
ろ

し
急
ぎ
下
山
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
も
し
子
連
れ
で
な

か
っ
た
ら
と
想
像
す
る
と

今
で
も
ヒ
ヤ
リ
と
す
る
思

い
出
の
一
コ
マ
で
す
。
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神
佛
に
何
故
正
月
か
問
う
て
み
る

地
下
動
く
地
上
は
戦
争
地
獄
な
り

能
登
想
う
輪
島
塗
り
の
椀
の
中

つ
く
づ
く
と
お
金
は
魔
物
足
る
を
知
る

�

舞
鶴
地
区　

第
一
松
寿
会　

藤　

喜
代
子

何
事
も
隗か
い

よ
り
始
め
よ
の
精
神
で

政
治
家
は
い
つ
ま
で
に
や
る
の
納
期
な
し

政
治
家
の
検
討
し
ま
す
は
何
も
し
な
い

政
治
家
は
倫
理
観
欠
如
の
人
ば
か
り

政
治
家
は
自
己
保
身
の
人
ば
か
り

政
治
家
は
危
機
感
の
な
い
人
ば
か
り

裏
金
の
真
相
解
明
闇や

み

の
中

�

当
仁
校
区　

第
三
仁
寿
会　

岡
田　

彪

早
足
で
背
中
ま
っ
す
ぐ
若
い
わ
ね

行
っ
て
見
て
公
民
館
で
友
出
来
た

華
や
か
に
社
交
ダ
ン
ス
別
世
界

�

春
吉
校
区　

第
七
老
壮
会　

田
中　

淑
子

バ
ス
ル
ー
ム
惚
け
な
い
小
唄
声
に
す
る

動
く
た
び
ど
っ
こ
い
し
ょ
が
く
ち
癖
に

便
利
で
す
マ
ス
ク
が
か
く
す
顔
の
し
わ

�

春
吉
校
区　

第
五
老
壮
会　

増
本　

保
子

白
黒
を
つ
け
て
さ
っ
ぱ
り
年
お
く
る

白
組
も
赤
組
も
勝
て
歌
合
戦

四
月
バ
カ
勝
っ
て
も
負
け
て
も
笑
い
と
る

�

春
吉
校
区　

第
九
老
壮
会　

木
口
ス
ミ
子

那
珂
川
や
煌
め
く
ネ
オ
ン
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン

湯
け
む
り
の
小
田
部
う
ど
ん
や
掛
二
杯

�

笹
丘
校
区　

友
泉
会　

榊　

貞
子

白
無
垢
で
嫁
に
行
く
娘こ

や
桃
の
花

あ
し
た
ば
の
香
り
豊
か
に
膳
囲
む

�

　

春
吉
校
区　

第
九
老
壮
会　

木
口
ス
ミ
子

戦せ
ん
か禍
と
は
す
べ
て
モ
ノ
ク
ロ
春
の
闇や
み

木こ

洩も

れ
日
に
紫し
こ
ん紺
の
菫
す
み
れ
し
づ
か
な
り

彼あ

ち

こ

ち

方
此
方
の
活
気
も
ど
り
つ
夏
燕
つ
ば
め

�

当
仁
校
区　

第
二
仁
寿
会　

荒
牧　

桃
子

伝
え
た
い
口
べ
た
だ
け
ど
今
の
う
ち

　
　

言
い
た
い
事
は
戦
争
の
こ
と

波
し
ず
か
軍
艦
島
に
上
陸
す

　
　

昔
を
偲
ぶ
コ
ン
ク
リ
ー
の
山

�

舞
鶴
地
区　

第
一
松
寿
会　

藤　

喜
代
子

水
し
ぶ
き
浴
び
て
若
人
ら
山や

ま笠
担
ぐ

　
　

博
多
の
町
は
夏
ま
っ
さ
か
り

福
ビ
ル
や
玉
屋
川
端
商
店
街

　
　
「
ハ
ト
ヤ
」
楽
し
き
青
春
の
町

残
業
終
へ
急
ぎ
足
に
て
「
金
星
」
へ

　
　

立
見
洋
画
の
な
つ
か
し
あ
の
日

�

　

笹
丘
校
区　

友
泉
会　

榊　

貞
子

ご
ひ
い
き
の
小
久
保
ホ
ー
ク
ス
絶
好
調

　
　

虎
に
あ
や
か
り
ビ
バ
で
ア
レ
ア
レ

黒こ
く
と
う
し
ゅ

糖
焼
酎
う
ま
い
う
ま
い
で
呑
み
過
ぎ
て

　
　

笑
い
上じ
ょ
う
ご戸
に
拍
車
が
か
か
る

貝
汁
と
バ
タ
ー
炒
め
に
酒
蒸
し
か

　
　

思
い
浮
か
べ
て
コ
テ
で
掘
る
浜

我
が
国
に
今
必
要
な
も
の
は
何

　
　

未
来
を
託
す
指
導
者
な
り
か

�

当
仁
校
区　

第
三
仁
寿
会　

高
橋　

績

〒 810-8622

中央区大名２-5-31

中央区老人クラブ連合会

TEL 092-718-1140
FAX 092-771-4955

『中央区老ク連だより』『中央区老ク連だより』
文芸作品募集文芸作品募集

短 歌 俳 句 川 柳

　必ず校区名・地　必ず校区名・地
区名、クラブ名、区名、クラブ名、氏氏
名、年齢、連絡先を名、年齢、連絡先を
明記ください。明記ください。

応募方法応募方法

　ただいま「短歌・俳句・川柳」の作品　ただいま「短歌・俳句・川柳」の作品を募を募
集しています。皆さんの感性を生かした集しています。皆さんの感性を生かした
作品をお待ちしています。作品をお待ちしています。
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　介護保険制度は、国民の高齢化が急速に進む中、「住み慣れた地域でいつまでも」をコンセプトに
2000 年 4 月より始まりました。主に 65 歳以上の高齢者を対象とした介護に関する保険です。今回
は介護サービスを受けるまでの手順をわかりやすく紹介します。

介護保険のはなし（申請から利用まで）

介護サービスを受けるには要介護（要支援）の認定を受けます。
1.要介護等に関する認定申請書の郵送及び問い合せは、福岡市要介護認定事務センター（電話711-6030）へ。
申請書は福岡市ホームページからダウンロードすることもできます。
2.申請書に必要なものは、①介護保険被保険者証、②主治医の情報（申請書所定欄への医療機関名、所在地、医師      
の氏名等の記載のみ）、③申請者の身元を確認できる書類です。申請書は福岡市要介護認定事務センターに郵送する
か、または区役所窓口に申請します。

申請をすると要介護認定が始まります。これは申請者の状況を把握するためのものです。
3.認定調査・・・・・調査員が自宅を訪問し、心身の状況・生活状況等を調査します。
4.主治医の意見書・・市の依頼により、主治医が意見書を作成します。
5.一次判定・・・・・認定調査・主治医意見書をもとにコンピュータが判定します。
6.二次判定・・・・・保険・医療・福祉の専門家で構成される介護認定審査会で、一次判定や主治医の意見書等
　　　　　　　　　　 をもとに最終判定します。

結果は申請から原則 30日以内に申請者に通知されます。
認定の有効期間は、原則として新規・変更の場合 6ヶ月、更新の場合 12ヶ月です。
ただ心身の状況により 3ヶ月までの短縮や、48ヶ月までの延長もあります。

要
介
護
認
定
を
受
け
る

在宅でサービスを受ける場合、要介護度ごとに介護保険で利用できる 1 ヶ月の上限額が決められています。利用
者の負担額は原則サービス費用の 1 ～ 3 割です。上限額を超えた部分は利用者の全額負担となります。
要介護・要支援認定を受けた方には毎年７月末頃「負担割合証」が送られてきます。介護サービスを利用する際
には「介護保険被保険者証」と「負担割合証」をサービス事業者に提示してください。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用

要介護等状態区分
区　分 心身の状態例

要介護 5 最重度の介護を要する状態

要介護 4 重度の介護を要する状態

要介護 3 中度の介護を要する状態

要介護 2 軽度の介護を要する状態

要介護 1 心身の状態が安定していないか、認知
症等により部分的な介護を要する状態

要支援 2 重い認知症がなく、心身の状態も安定
しており、社会的支援を要する状態

要支援 1 社会的支援を部分的に要する状態

非 該 当 要支援 1・2 と要介護 1〜 5 に該当
しない人

あなたの校区のいきいきセンターふくおか
名　称 住　所 電話番号 FAX 担当小学校区

中央第１ 中央区地行 1-7-19
速水ビル1 階 762-8511 762-8692 当仁、福浜

南当仁

中央第 2 中央区舞鶴 2-1-25
サン・エクセル1 階 734-8011 734-8012 舞鶴

中央第 3 中央区白金 1-3-25
アイディ白金 1 階 406-2525 406-3654 赤坂、警固

高宮、春吉

中央第 4 中央区笹丘1-11-13
笹丘平和ビル103 号 739-7410 739-7411

草ヶ江、笹丘
鳥飼（城南区を
除く）

中央第 5
中央区薬院 4-1-27
薬院大通センタービル
壱番館 305 号室

791-1179 791-1874 小笹、平尾

いきいきセンターふくおかでは介護保険の全般にわたって丁寧に相談に乗ってくれます。
もちろん無料。介護保険の利用を考えている方、相談される事をおすすめします。

申請者の状況に合わせたケアプランをケアマネジャーに作成してもらいます。

認定結果が要支援１・２の方
いきいきセンターふくおかに介護予防ケアプランの作成を依頼します。

認定結果が要介護１～５の方
在宅でサービスを利用・・居宅介護支援事業所にケアプランの作成を依頼します。
施設等に入所したい方・・入所が決まったら、施設でケアプランを作成します。

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成

知って、学んで得する生活情報ひろば
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1
月
16
日
（
火
）
～
21
日

（
日
）、
中
央
区
高
齢
者
作
品
展

を
福
岡
市
美
術
館
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
A
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
雨
の
影
響
か
ら
平
日
の
鑑
賞

は
少
な
か
っ
た
も
の
の
特
別
展

の
開
催
も
あ
り
、
土
日
の
来

場
者
が
多
く
、
過
去
最
高
の

７
７
２
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
品
作
品
は
、
洋
画
、
日
本

画
、
書
、
写
真
、
工
芸
の
5
部

門
で
計
51
点
。
会
場
を
飾
る
繊

細
で
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
作
品

の
数
々
に
来
場
者
も
思
わ
ず
、

目
を
見
張
り
ま
し
た
。

中央区高齢者作品展開催 クオリティの高い作品群に瞠目クオリティの高い作品群に瞠目

舞　鶴 洋画　　（宮﨑京子）
大　名 工芸　 （勝本八重子）
簀　子 書　　　（木内潤子）

春　吉
洋画　（福原初江）
書　　　（大森冨士子、植村和子）
工芸　　（瓜生ヤスヱ、松尾留理子）

警　固 洋画　 （澄川和敏）
赤　坂 洋画　　（平田久雄）、写真　（樋口俊明）

草ヶ江

日本画 （川口美葉子）
写真　　（櫻木照久、眞島美枝子）
工芸　　（江口照代、大津眞奈美、行德美和子、竹下浩子
　　　　小野満智子、小西和子）

福　浜
洋画 （宮崎京子）、書　（廣田禎二）、写真　（林敏子、矢野政志）
工芸 （神野ヒロ子、久野好子、藤井昭子、森髙早苗、吉村菊子）

当　仁
日本画 （高橋　績）、書　（久保田弘美、斎藤栄子）
工芸　　（髙橋幸子、安永月子、山野井敏子、牧野淑子）

南当仁 写真　　（古賀美智子、藤島正稔）
平　尾 書　　 　（河野昭子）

高　宮
洋画　 （小金丸郁子、福井茂）、書（荻原直子、小玉加代子）
工芸　 （大坪由枝、荻原直子、山口百合江）

笹　丘 洋画　 （石松繁昭）、書（井上光子）、工芸（廣瀬トシ子）
小　笹 工芸　 （井口誠）

【作品出展者一覧】【作品出展者一覧】 敬称略敬称略

ご協賛頂きました皆様方へご協賛頂きました皆様方へ
　

い
よ
い
よ
夏
の
訪
れ
を

感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
強
い
日
差
し
、
そ
し

て
心
地
よ
い
風
が
感
じ
ら

れ
る
こ
の
時
期
、
皆
さ
ま

に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
の
度
も
中
央
区
老
ク

連
だ
よ
り
第
66
号
を
皆
さ

ま
に
お
届
け
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
広
報
紙
の

な
か
に
は
、
令
和
6
年
度

総
会
を
は
じ
め
、
ダ
ー
ツ

大
会
や
会
員
の
活
動
紹

介
、
作
品
展
な
ど
魅
力
あ

ふ
れ
る
広
報
紙
が
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。
投
稿
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
中
央
区
老

ク
連
だ
よ
り
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
報
部
会

　

こ
の
た
び
は
「
中
央
区

老
ク
連
だ
よ
り
」
の
発

行
に
あ
た
り
ま
し
て
広
告

の
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か

で
幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
願
っ
て
発
行
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご

厚
誼
、
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

編集後記編集後記

「森の音楽隊」「森の音楽隊」
小笹　井口　誠さん（90）小笹　井口　誠さん（90）

「桜」「桜」
赤坂　平田　久雄さん（83）赤坂　平田　久雄さん（83）


